
博物館ガイド

▲ホワイエには、日本新聞協会加盟の新聞 100 紙以上を一堂に展示しています。▲ホワイエには、日本新聞協会加盟の新聞 100 紙以上を一堂に展示しています。
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テキストボックス
神奈川大学はニュースパーク（日本新聞博物館）の特別会員校となっており、在籍する学生（学部生・院生）は原則入館無料のほか、博物館施設（イベントルームなど）を無料利用できるなど、様々な特典が受けられますので、ぜひご活用ください！
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テキストボックス
【主な特典】・神奈川大学の学生（学部生・院生）は　原則入館無料！・博物館施設（イベントルーム・多目的ルーム）の　利用が無料！・博物館資料の貸し出しが可能！
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　モニュメント輪転機
博物館のシンボルモニュメントとして設置され
たＶＢＷ型新聞オフセット輪転機は、1979 年
から 97 年まで、実際に静岡新聞社で使われて
いたものです。

ようこそニュースパーク (日本新聞博物館 )へ
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ミュージアムカフェ
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オリジナルキャラクター

当館は、ＮＩＥ（Newspaper in Education、教育に新聞を）
の取り組みを念頭に置きながら、学校教育との連携に力
を入れています。子供から大人、シニアまで、幅広い方の

「学びの場」を目指します。

ニュースパーク（日本新聞博物館）は、日刊新聞
発祥の地・横浜で、日本新聞協会が運営する情
報と新聞の博物館です。デジタル化の急速な進展
により大量の情報があふれる今、わたしたちには、
情報を見きわめる力が求められています。その中で、
新聞は長い歴史を通じて、確かな情報を届けるた
めに日々努力を重ねてきました。当館の展示から、
情報社会と新聞・ジャーナリズムの役割について、
考えていただければ幸いです。
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マイ新聞づくり

　企画展示室
テーマに沿った企画展を随時開催しています。

　イベントルーム・製作工房
イベントルームや製作工房では、団体向けに「パソ
コンで新聞づくり」「新聞レクチャー」「取材クルーズ」
などのプログラムを開催し、学校の校外学習や企
業・地域団体の研修などで多くご利用いただいてい
ます。個人向けにオリジナル新聞づくりを毎日実施
しているほか、新聞を使ったワークショップやイベン
トも随時開催しています。

　ミュージアムカフェ
　「CAFÉ de la PRESSE」
        カフェ ドゥ ラ プレス
‶ 記者が集まるパリのカフェ″をイメージしたフレンチスタイ
ルのカフェです。

製作工房では、いつでもオリジナル新聞づくりを体験できます。90
文字の記事を書いて写真を組み込めば、どこにもない世界に一つだ
けの新聞が完成 !　来館記念にぜひつくってみてください。
  ◆ 事前予約は不要
  ◆ 所要時間は約 20 分
  ◆ 写真はその場で撮影します

　新聞閲覧室
全国の新聞約 130 紙を１週間分配架しており、自由に読むこ
とができます。記事データベースも無料で閲覧できます（プリ
ントアウトはできません）。

　多目的ルーム
イベントやワークショップを随時実施するほか、校外学習で
お越しいただいた学校の昼食場所としてご利用いただけます。
イベントや昼食利用がない場合は、休憩スペースとして開放
しています（自動販売機設置）。

すべての人の   学びの場
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新聞のあゆみ

明治・大正の新聞の発展

戦時統制期

戦後の再出発と現代

新聞を支えた技術

江戸時代のかわら版を前史とし、日本初の日刊新聞の
誕生（明治３年）を経て、新聞が大きく発展していっ
たのが明治・大正時代です。新聞社の経営的な発展も
言論メディアとしての新聞の影響力を高めました。

戦争の時代、新聞は言論統制を受け、戦時体制に組
み込まれていきます。当時の資料から、戦争と新聞の
問題について考えます。

戦後の新聞の再出発から現代までの歴史をたどりま
す。新聞は日本の政治や社会のあり方を多面的に報じ
てきました。災害報道は、自然災害の多い日本の新聞
にとって、特に重要な役割です。

新聞社は読者に早く、正確な情報を、読みやすい紙面
で届けるため、常に新しい技術を取り入れてきました。
特に戦後、2 度にわたる大きな技術革新が新聞製作の
スピードアップと質の向上、効率化を進展させました。

横浜が開港すると、海外から人、モノ、情報が開港地へ入ってきます。鉄道、銀行
など日本初のものが次 と々横浜で誕生する中で、日刊新聞も生まれました。戦争の
時代を経験し、日本の民主主義を支えていく役割を担った新聞が、これまであゆん
できた道のりをたどります。

　常設展示室



ジャーナリズムの使命と誓い

「新聞倫理綱領」は権力を批判する新聞が自らを律するためにつくられたものです。日本新聞協会加
盟社はこれを順守しています。

所蔵資料約 20 万点のうち約 500 点の資料を画
像付きで紹介しています。画面をタッチすると、
資料情報を拡大して見ることができます。

資料情報公開アーカイブ
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情報タイムトンネル

新聞が毎日、読者に届くまでには
多くの人がかかわっています。取
材、編集のコーナーでは情報を
確認することの大切さや分かりや
すく伝える工夫を紹介します。
広告、 事 業、 デジタル、 印刷、
配達の各コーナーでは、新聞社
の日々の仕事を体験型展示ととも
に解説しています。このコーナー
には、楽しく学ぶ仕掛けがたくさ
んあります。

現代に生きるわたしたちは、たくさんの情報に囲まれて暮らしています。デジタル
技術で人と人の新しいつながりが生まれる一方、間違った情報や不確かな情報も
あふれています。そうした現代社会の中で、確かな情報を届けるために日々努力
しているのが新聞であり、新聞記者です。ここでは、現代の情報社会の特徴を
学び、新聞の役割を考えます。

人類の情報化の歴史を、映像と音で体感していただきます。現代に近づくにつれ
て、情報の量が爆発的に増えており、わたしたちが大量の情報の中で暮らしてい
ることが分かります。

新聞が届くまで

3F
　常設展示室
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情報社会とわたしたち

現代の新聞とジャーナリズム

新聞を知ろう

間違った情報によって起きたさまざまな問題を新聞記事やマンガで
振り返り、情報を見抜く力について考えます。「ちがいを見てみよう」
のコーナーでは、同じ出来事を取り上げた各紙の紙面や昔話をモ
チーフにした「日本メディアばなし」で、複数の情報を比べることの
意味を学びます。

大量の情報があふれる現代社会で、信頼される情報を届けるの
が新聞の仕事です。何度も情報のチェックを重ね、正確で分か
りやすいニュースを発信するとともに、インターネットの検索だ
けでは世に出ない事実を掘り起こし、人々に伝える役割を担っ
ています。そうした役割を果たせるように日々努めている新聞記
者の仕事を紹介します。

新聞がどうやって作られ、届けられているかを知り、新聞の魅力や
面白さに出合うゾーンです。新聞配達ゲームや新聞で遊べる小部屋
で、まずは新聞と触れ合ってみましょう。

横浜港周辺の街並みを再現したジオラマにタブレット端末を
かざすと、過去へとタイムスリップ。新聞記者になって、「横
浜発展」「日本大通り」「山下公園」の３つのテーマで、開港地・
横浜をめぐる秘密を取材で解明していきます。最後に取材内
容に沿った新聞ができあがり、持ち帰ることができます。で
きた新聞を周りの人と見比べてみてください。

取材体験ゲーム
横浜タイムトラベル

7






